
全
国
大
会
で

準
優
勝
 

ー
五
一
中

卓
球
女
子
 

去
る
八
月
二
十
日
か
ら
四
日
間
、
北
海

道
千
歳
市
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
た
「
全
国
中
学
校
卓
球
大
会
」
 
で
、五

所
川
原
第
一
中
学
校
（
三
上
民
雄
校
長

生
徒
数
一
、
一
一
九五
人
）
の
女
子
卓
球
部
が

み
ご
と
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
 

同
校
は
、
出
場
三
年
目
で
初
の
決
勝
ト
 

ー
ナ
メ
ン
ト
入
り
を
果
た
し
、
快
進
撃
を

み
せ
決
勝
戦
に
ま
で
勝
ち
進
ん
だ
も
の
で

す
。
 

同
校
で
は
八
月
二
十
七
日
、
こ
れ
を
記

念
し
て
卓
球
部
員
が
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
と
一

緒
に
市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
 

、 
毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
o
後
で
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
o
 
、
 

老
人
保
健
芸
能

大
会
開
か
れ

る
 

趣
味
を
生
か
し
て
精
神
面
か

ら
若
返
ろ
う
 

と
八
月
二
十

三
日
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
 

（
葛西
専
造
会
長
 
八
十
七
単

位
ク
ラ
ブ
）
主
催
の
第
二
回
老

人
保
健
芸
能
大
会
が
、
市
民
文

化
会
館
で
お
年
寄
り
達
約
六
百

人
が
出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

今
回
は
六
十
七
組
が
出
演
。
 

種
目
も
舞
踊
、
手
踊
、
歌
謡
、
 

民
謡
か
ら
コ
ー
ラ
ス
、
劇
と
、
 

ま
た
曲
名
も
「
津
軽
よ
さ
れ
節
、
 

じ
ょ
ん
が
ら
節
」
な
ど

お
な
じ

み
の
も
の
か
ら
、「
ボ
ケ
ナ
イ
音

頭
」
ま
で
多
種
多
彩
。
 

ま
た
、
こ
の
日
は
来
五
中
の

八
戸
市
老
連
の
役
員
な
ど
二
十

八
人
も
出
席
し
、
共
に
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
 

叫
雫上

子
”
十
 

老
 

仙
 
心
ゆ‘
・
地
味
 
‘
】
 

しかわら 
市の人口 総数52,358人（男25,272‘女27,086）世帯数14,724 (8 月31日現在） 

発行 五所川原市 

〒O37 

青森県五所川原市字岩木町12 

廿 O173- ⑩ 2111代 

編 集 総務部秘書企画課 

印 刷 同 西 北 印 刷 

（毎月2回 1日・15日発行） 

日本海沿岸縦貫自動車道を 

田沢代議士に陳情 

所用で来県されていた田沢吉郎代議士が8 月30日、 

市役所に立寄られ森田市長と懇談しました。 

森田市長は、この機会をとらえて田沢代議士に、西

北五の大きな課題である日本海沿岸縦貫自動車道につ

いて陳情。 

その内容は、「新潟・山形‘秋田・青森 4県の日本海

沿岸地域の産業・経済・文化の発展と開発を促進する

ため、日本海沿岸縦貫自動車道のルートを、これら 4 

県の日本海沿岸地域を縦貫するよう要望。また、現在

策定中の第四次全国総合開発計画において、それを明

確に位置づけられるよう要望する」 というものです。 

これに対し、田沢代議士は 「趣旨は十分理解してい

る。 実現に向けて努力する」 と述べていました。 

~ 

市 	民 	憲 章 （昭和59年 10月 1日制定） 
昭和 60 年 

No.599 
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わたくしたちの先人は、不挑不屈の五所川原

魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り

開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き

上げました。 

わたくしたちは、この伝統を継承し、広

い視野に立って西北津軽の人々と協調

し、郷土の限りない発展を願って、こ

こに市民憲章を定めます。 

〇心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

0文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります。 



お
雄
番
 

とし 

敏 
12 

(55) 

地 

ゃ
谷
町

＼
鶴
旭
 

くし びき ひでゆき 

櫛引 英之（33) 

飯詰字．皆瀬 1番地 2 

だ きよ かつ 

田 清勝（44) 

田字福浦 67 番地 

か さい しゆう ぞう 

葛西 収三（48) 
七ッ館字虫流85番地6 

竪
削

梅
 

r
 

▽
当
選
 

七
六
〇

鶴
谷
 
敏
雄
無

現

七
一
「
一
櫛
引
 
英
之
 
無
新

六
八
〇
葛

西
 
収
三
 
無
現

四
九
四
前

田
 
清
勝
 
無
現

四
八
六

泉
谷
 
正
志
 
無
現

四
一
五
 
石岡
 

裕
 
無
現

四
〇
六
大

野
 
欽
也
 
無
新

三
六
七

外
崎
彦
三
郎
 
無
新

三
四
九

和
島
 
就
蔵

無
現

三
〇
九

吉
岡
 
浩

無
新

一
一
三五
 
平
山
 
則
雄
 
無
新

一
五
五
寺

田
 
義
雄
 
無
現

一
五
五
小

田
桐
秀
則
 
無
新

〇
九
七

浅
川
 

勇
 
社
現
 

市
議
選
開
票
結
果
 

（定
数

2
4
 
候
補
者

数

2
8)
 

〇
八
六
山

口
 
徳
ニ
 
無
現

〇
七
三
 宮
川
 
亮
治
 
無
新

〇
六
五
 川
浪
重
次
郎
 
無
現

〇
四
四

中
村
 
良
雄
 
公
新

〇
三
〇

川
浪
 
直
治
 
無
現

〇
一
五
鎌

田
 
清
夫
 
無
現

〇
一
四

灘
谷
 
守
夫

無
現

九
九
一

斉
藤
 

昇
 
民
元

九
一
七
 
三
上
 

理
 
無
現

八
七
一
一工
藤
 
善
司
共

新

▽
次
点
 

八
三
八

斉
藤
 
一
郎
 
無
現

七
九
六
山

田
 
誠
紀
 
無
現

六
一
六
神
 

暗
ニ
郎
 
無
元

五
一
八

鳴
海
 
真
一
 
無
元
 

昭和60年（1985年） 9月15日 
	

広報ごしょがわら 
	

（第599号） ② 

元 1人、新人9人 
人の新議員が誕生しました。 

新議員に今後の活躍を期待いたします。 

とのさき ひこさぶろう 

外崎彦三郎（61) 

敷島町 27 番地 28 

おお の きん や 

大野 欽也（53) 
松島町 8 丁目45番地 

いし おか 	ゆたか 

石岡 	裕（47) 

野里字野岸 7 番地 2 

いずみ や まさ し 

泉谷 正志（60) 
毘沙門字熊石18番地 

てら だ よし お 
	

ひら やま のり お 	 よし おか 	ゆたか 
	

わ じま しゆう ぞう 

寺田 義雄（65) 
	

平山 則雄（47） 	吉岡 	浩（48) 
	

和島 就蔵(5') 
唐笠柳字藤巻4 番地 
	

姥落字船橋229番地20 	川山字森内34番地 3 
	

飯詰字福泉 128番地1 



薮載l 	二 
現14人 

任期満了に伴う市議会議員一般選挙の投票

が 9 月 8 日行われ、即日開票の結果、次の24 

当
選
証
書
を
交
付
 

新
議
員
二
十
四
人
に
対
す
る

当
選
証
書
の
交
付
が
九
月
十
日
、
 

市
長
公
室
で
行
わ
れ
、
岩
測
嘉

治
美
市
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら

新
議
員
、
代
理
人
に
そ
れ
ぞ
れ
 

▽
有
権
者
数
 

三
六
、
九
九
五
人

▽
投
票
者
数
 

三
二
、
六
七
五
人

▽
投
票
率
 

八
八
・
三
二
％

▽
有
効
投
票
 

三
二
、
五
一
九
票

▽
無
効
投
票
 
一

五
六
票
 

Iー
 
あ
ん分
票
は
切
り
捨
て

ー
 

当
選
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

当
選
証
書
を
交
付
後
、
岩
測

委
員
長
は
「
市
民
の
代
表
と
し

て
活
躍
さ
れ
、
市
発
展
の
た
め

に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
」
 
と
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

なか むら よし お 

中村 良雄“6) 
幾世森 34 番地 22 

かわなみ じゆう じろう 

川浪 重次郎（65) 
鶴ケ岡字鎌田281番地2 

み
「
一
岩
 

町
 

＼
上
木
 

り
藤
町

く
工
新
 

理（57) 

17 番 地 

おさむ ぜん じ 

善司（57) 

58 番 地 

みや かわ りょう 

宮川 亮治（56) 

下平井町 165 番地 

かま た きよ お 

鎌田 清夫（55) 

小曲字沼田41番地10 

やま ぐち とく じ 

山口 徳二（56) 

柏 原 町 64 番 地 

かわ なみ なお じ 

川浪 直治（76) 
藻川字村崎555番地1 

③ 昭和60年（1985年）9月15日 
	

広報ごしょがわら 	
（第599号） 

あさ かわ 	いさむ 

浅川 	勇（55) 
敷島 町 36 番地 14 

お だ ぎり ひでのり 

小田桐 秀則（48) 
高野字柳田280 番地 

さい とう 	のぼる 

斉藤 	昇（59) 
松島町 2 丁目1番地 

しぶ たに もり お 

灘谷 守夫（56) 

金山字盛山94 番地 



勲 タノ’ 
奈良岡チョさん『3) 

川山字森内 

行
商
ひ
と
す
じ
5
0年
 

い
ま
、
百
人
の
う
ち
約
＋
人

が
六
＋
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り

こ
れ
が
三
＋
五
年
後
の
昭

和
九
＋
五
年
に
は
ニ
十
ニ
人

と

二
倍
以
上
に
増
え

る
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

三
十
五
年
後
に
六
十

五
歳
に

な
る
人
、
つ
ま
り
お
年
寄
り
の

仲
間
入
り
を
す
る
の
は
、
 い
ま

働
き
盛
り
の
三
＋
歳
。
よ
く
言

わ
れ
る
高
齢
者
問
題
と
い
う
の

は
、
な
に
も
お
年
寄
り
だ
け

の

問
題
で

は
な
く
、

若

い
人
達

の
や
が

て
直
面
し

な
け

れ
ば

な
ら
な
い
テ
ー
マ
で
あ
り
、
そ

し
て
社
会
全
体
の
課
題

で
も
あ

る
の
で
す
。
 

同
時
に
、
わ
が
国
人
口
の
高

齢
化
は
、
諸
外
国
に
例
を
見
な

い
テ
ン
ポ
と
規
模
で
進
む
こ
と

も
、
あ
わ
せ
て
考
え
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。
 

九
月
十
五
日
は
「敬
老
の
日
」
 

ま
た
、
こ
の
日
か
ら

一
週
間
は
 

「老
人
福
祉
週
問
」
で
す
。
 

人
生
に
定
年
な
し
 

こ
の

機
会
に
老
人
の
生
き
が

い
と
は
、
 

よ
き
老
後
と
は
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
た
。
 

「思
い
や

り
」
が
生
き
 

が

い
を
奪
う

こ
と
も
 

ー
あ

る
家
庭
で
の
話
で
す
。
 

「
畑
仕
事
を
続
け
た
い
。
ツ

ル
が
も
う

ー
メ
ー
ト
ル
に
も
伸

び
た
。
い
ま
手
入
れ
を
し
な
い

と
、
い
い
カ
ボ
チ
ャ
が
で
き
な
 

し
」
 

お
じ
い
さ
ん
は
、
畑
仕
事
が

唯

一
の
楽
し
み
で
し
た
。
近
く

の
農
家
か
ら
借
り
た
、
狭

い
な

が
ら
も
“
自
分
の
畑
）
に
通

い
、
 

野
菜
づ
く
り
に
い
そ
し
む
こ
と

に
日
々
の
喜
び
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。
娘
夫
婦
と
三
人
の
孫
に

新
鮮
な
野
菜
を
食

べ
さ
せ
た
い
 

ー
ー
こ
れ
が
お
じ
い
さ
ん
の
な

に
よ
り
の
生
き
が
い
だ
っ
た
の

で
す
。
 

と
こ
ろ
が
あ
る
日
、
娘
さ
ん

か
ら
「
少
し
は
体
の
こ
と
も
考

え
て
く
だ
さ
い
」
 
と
、野
菜
づ

く
り
を
禁
じ
ら
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
 

娘
さ
ん
に
し
て
み
れ
ば
、
お

じ
い
さ
ん
が
畑
仕
事
に
は
直
接

ひ
び
か
な
い
も
の
の
軽
い
腰
痛
 
 

を
訴
え
、
そ
れ
に
下
痢
ぎ
み
だ

っ
た
こ
と
か
ら
、
し
ば
ら
く
の

ん
び
り
し
て
も
ら
お
う
と
考
え

て
の
こ
と
で
し
た
。
 

こ
の
日
以
後
、
お
じ
い
さ
ん

は
部
屋
に
引
き
こ
も
り
が
ち
に

な
り
、
そ
の
上
、
悪
い
こ
と
に

生
来
の
持
病
ま
で
再
発
し
で
し

ま
っ
た
そ
う
で
す
0
 

こ
れ
は
極
端
な
例
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
の
話
に
は
、
 

わ
た
し
達
が
高
齢
者
問
題
を
考

る
上
で
の
貴
重
な
教
訓
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
 

「
お
年
寄
り
に
対
す
る
思
い

や
り
」
 
が逆
に
「
生
き
が

い
を

奪
う
」
結
果
を
招
く
場
合
が
、
 

往
々
に
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
 

総
理
府
が
行
っ
た
「
高
齢
化

問
題
に
関
す
る
世
論
調
査
」
（昭

和
五
十
五
年
）
に
よ
り
ま
す
と
、
 

『
老
後
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

境
に
始
ま
る
か
』
に
対
す
る
主

な
回
答
は
、
次
の
よ
う
に

な
っ

て
い
ま
す
。
 

体
の
自
由
が
き
か
な
い
時

3
0%
 

仕
事
を
や
め
た
時
 

2
3%
 

年
金
を
も
ら
う
時
 

2
1%
 

奈
良
岡
さ
ん

は
、
行
商
を

始
め
ら
れ
て
か
ら
五
十
年
以

上
に
な
り
ま
す
。
 

雨
や
雪
の
日
も
毎
日
欠
か

さ
ず
、
自
転
車
に
野
菜
や
果

物
、
菓
子
な
ど
を
積
ん
で
川

山
か
ら
五
所
川
原

へ
商
い
に

来
ま
す
。
今
年
の
一
月
末
、
 

こ
れ
を
男
性
だ
け
に

つ
い
て

み
ま
す
と
「
仕
事
を
や
め
た
時
」
 

が
三
八
％
で
ト
ッ
プ
を
占
め
、
 

一
般
に
言
わ
れ
る
“
定
年
後
グ

ッ
と
ふ
け
こ
む
”
と
い
う
こ
と

が
、
な
る
ほ
ど
と
う
な
ず
け
ま

す
。
つ
ま
り
「
意
欲
を
失
う
」
 

こ
と
が
老
化
を
速
め
て
い
る
と

い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
 

お
年
寄
り
の
生
き
が

い
を
考

え
る
と
き
、
わ
た
し
た
ち
が
心

し
た
い
の
は
「
積
極
的
に
生
き

よ
う
と
す
る
意
欲
を
奪
っ
て
は

な
ら
な
い
」
ー
こ
れ
が

基
本

で
す
。
 

人
生
に
は
定
年
が
な
い
の
で

す
か
ら
。
 
 

吹
雪
で
交
通
が

一
時
ス
ト
ツ

プ
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
日
も
奈
良
岡
さ
ん

は
休
ま
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。
 

今
で
は
、
奈
良
岡
さ
ん
が

遅
く
来
る
と
お
客
さ
ん
が
逆

に
心
配
し
て
く
れ
る
と
い
う
。
 

「
こ
の
五
十
年
間
、
病
気

ら
し
い
病
気
一

つ
し
な
い
で

こ
れ
た
の
も
、
毎
日
、
自
転

車
で
行
商
を
続
け
て
き
た
か

ら
だ
と
思
う
。
健
康
な
限
り

続
け
て
い
き
た
い
」
 
と
語る

奈
良
岡
さ
ん
で
す
。
 

「
老
い
る

」
の
で
は
な

く
「
熟
す
」
の
で
す
 

よ
き
老
後
と
は
 
。
 

「
ま
ず
は
健
康
で
、
暮
ら
し

に
困
ら
な
く
て
、
グ
チ
を
言
わ

な
く
て
す
む
生
き
が

い
の
あ
る

生
活
が
送
れ
る
こ
と
」
 
と
、だ

れ
も
が
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。
 

衣

・
食
・
住
だ
け
で
な
く
、
 

医
・
職
そ
れ

に
プ
ラ
ス
生
き
が

い
が
保
証
さ
れ
た
暮
ら
し

こ
そ
、
 

よ
き
老
後
と
い
う
こ

と
に
な
り

ま
す
。
経
済
面
で
の
安
定
と
丈

夫
な
体
そ
し
て
生
き
が

い
ー
 

お
年
寄
り
が
自
立
す
る

た
め
に
 
 

は
、
こ
の
三
つ
が
不
可
欠
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
 

総
務
庁
統
計
局
の
「
老
年
人

口
の
現
況
」
「昭
和
五
十
五
年
）
 

に
よ
り
ま
す
と
、
六
十
五
歳
以

上
の
お
年
寄
り
が
“
職
に
就
き

た
い
〈
と
思
う
理
由

と
し
て
あ

げ
て
い
る
の
は
、
次
の
よ
う
な

も
の
で
す
。
 

生
活
を
よ
り
豊
か
に
し
た
い
 

2
9%
 

生
活
費
を
得
た
い
 

1
7%
 

余
暇
が
で
き
た
 

1
4%
 

知
識
や
技
能
を
生
か
し
た
い
 

8
%
 

こ
う
し
た
回
答
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
、
職
を
求
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
日
々
の
生
活
を
充
実

さ
せ
、
こ
れ
ま
で
に
身
に

つ
け

た
知
識
や
技
術
を
社
会
に
役
立

て
た
い
と
い
う
積
極
的
な
意
欲

が
う
か
が
え
ま
す
。
 

熟
年
ー
 
「
老
い
る
」
 
の
で

は
な
く
「
熟
す
」
。こ
の
言
葉
が
、
 

お
年
寄
り
の
心
境
を
端
的
に
物

語
っ
て
い
る
と
言
え
な
い
で
し

ょ
う
か
。
 

昭和60年（1985年） 9 月15日 	 広報ごしょがわら 	 （第599号） ④ 

9
月
1
5日
、
2
1日
 
敬
老
の
日
・
老
人
福
祉
週
間
 

人
生
に

定
年
な
し
 

ー
生
き
が

い
づ
く
り
は
み
ん
な
の
手
で

ー
 

r
 



火
の
用
心
を

呼
び

か
け

曜
爵
 

松
島
町
八
丁
目
に

住
む
佐

々
木
さ
よ
さ
ん
（
八
十
二
歳
）
、
 

斉
藤
み
つ
さ
ん
（
八

十
歳
）
 

高
瀬
な
み
さ
ん
（
七
十
八
歳
）
、
 

対
馬
八
千
代
さ
ん

（
七
十
七

歳
）
、川
越
と
せ
さ
ん

（
七
十

歳
）
、阿
部
初
美
さ
ん

（六
十

歳
）
の
六
人
は
、

五
年
前
か

ら
同
町
内
を
巡
回
し
な
が
ら
、
 

火

a
用
心
の
呼
び
か
け
を
行

い
感
謝
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

ス
タ
ー
ト
当
時
は
十
人
い
 

た
メ
ン
バ
ー
も
、
そ
の
後
亡

く
な
ら
れ
た
方
も
あ

つ
て
今

で
は
六
人
で
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
 

佐
々
木
さ
ん
達
は
、
毎
月

一
日
、
十
日

（
五
月
ー
十
月

の
六
カ
月
間
）
の
午
後
六
時

頃
か
ら
、
件
て
ん
を
着
た
上

に
火
の
用
心
の
タ
ス
キ
を
か

け
、
ひ
ょ
う
し
木
や
メ
ガ
ホ

ン
を
手
に
約
三
十
分
間
同
町

内
を
ゆ
っ
く
り
巡
回
し
ま
す
。
 

そ
の
た
め
も
あ
っ

て
、
こ
の
五
年
間
 

同
町
内
で
は
火
災

の
発
生
が
ゼ
ロ
。
 

佐
々
木
さ
ん
達

は
、「
ご
く
ろ
う
様

の
声
に
励
ま
さ
れ

て
五
年
間
続
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も

で
き
る
だ
け
続
け

た
い
」
 
と
語
って

い
ま
し
た
。
 

後列左から斎藤さん、対馬さん。前列左から阿部
さん、川越さん、高瀬さん。円内は佐々木さん。 

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
活
動
が
 

“生
き
が

い
）
を
高
め

る
 

若
い
人
と
お
年
寄
り
と
で
、
 

ボ
ラ
ン
デ
ィ

ア
活
動
へ
の
関
心

あ
る
い
は
参
加
意
欲
が
強

い
の

は
、
あ
な
た
は
ど
ち
ら
の
ほ
う

だ
と
思
い
ま
す
か
。
 

あ
る
二
つ
の
調
査
に

よ
る
と
、
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お年寄りができる 

4ボランティア活動 

☆環境美化活動 

公園などの公共地を掃除したり、植木の手

入れをしましょう。また、花だんの手入れな

どもいいアイデアです。 

☆地域の安全管理活動 

子どもの遊び場や通学路を安全点検する、 

というのはいかがでしょう。また、防犯・防

災運動として、地域の見回りをするのもーつ

のポランティア活動です。 

☆訪間活動 

寝たきりのお年寄りや、体の不自由な人の

いる家庭や施設を訪問したり、手伝いに行っ

たりしましょう。また手づくり品のプレゼン

トなども喜ばれます。 

☆教育・文化活動 

お年寄りが伝えなければ、郷土芸能や古く

からの遊びはその時点で途絶えてしまいます。 

踊りや歌、おもちゃの作り方やその遊び方

などをお年寄り自らが手本となって、若い人

や子ども達に伝えましょう。 

☆団体活動のお世話 

町内会、婦人会などの運営について相談に

乗ったり、老人クラブでの世話役活動を積極

的に引き受けましょう。若い人や地域とのつ

ながりが、より密接になります。 

お
年
寄
り

の
 

果
た

す
役

割
 

は
大
き
い
 

今
や
日
本
は
世
界

一
の
長
寿
国
。
豊
富

な
人
生
経
験
と
知
識

を
も
っ
た
お
年
寄
り

が
、
積
極
的
に
ボ

ラ

ン
テ
ィ
ァ
活
動
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
地
域
に
果
た
す

役
割
は
大
き
く
、
ま

た
、
お
年
寄
り
自
身

の
“
生
き
が

い
ク
を

高
め
る
こ
と
に
も

つ

な
が
る
で
し
ょ
う
。
 

熱中できるのが健康の秘けつ 

山
谷
さ
ん
は
六
十
一
歳
の

時
、
森
田
村
か
ら
本
市
に
移

り
住
ま
れ
、
そ
れ
か
ら
始
め

ら
れ
た
「
の
こ
目
立
」
 
が一
一

十
六
年
に
な
り
ま
す
。
現
在
、
 

市
内
で
こ
の
仕
事
を
さ
れ
て

い
る
人
は
五
人
程
お
り
ま
す

が
、
そ
の
中
で
は
最
年
長
の

現
役
で
す
。
 

山
谷
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で

本
業
と
共
に
老
人
ク
ラ
ブ
会

長
や
簡
保
組
合
長
を
そ
れ
ぞ

れ
十
年
歴
任
。
 

現
在
は
市
教
委
の
「
北
辰
 

山谷石蔵さん侶の
岩 木 町 

大
学
」
の
十
二
年
生
？
で
す
。
 

こ
れ
は
、
三
年
間
皆
勤
で
卒

業
後
も
聴
講
生
と
し
て
学
ん

で
い
る
も
の
で
、
山
谷
さ
ん

の
意
欲
が
う
か
が
え
ま
す
。
 

さ
ら
に
山
谷
さ
ん
が
熱
中

さ
れ
て
い
る
の
に
ゲ
ー
ト
ボ
 

ー
ル
が
あ
り
ま
す

0
岩
木
川

河
川
敷
に
コ
ー
ト
を
作
る
た

め
に
、
関
係
方
面
に
交
渉
し

完
成
さ
せ
た
こ
と
は
多
く
の

人
が
知
る
と
こ
ろ
。
今
年
七

月
に
は
、
全
日
本
ゲ
ー
ト
ボ
 

ー
ル
連
合
の
審
判
員
資
格
も

取
得
。
 

山
谷
さ
ん
は
、
「
ゲ
ー
ト
ボ
 

ー
ル
な
ど
に
熱
中
で
き
る
の

が
精
神
的
に
良
く
、
そ
れ
が

健
康
の
秘
け
つ
か
も
知
れ
な

い
」
 
と
語
って
い
ま
し
た
。
 

お
年
寄
り
の
潜
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
人
口
は
、
若

い
人
に
比
べ
て

非
常
に
多

い
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
 

六
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
ま
で

の
人
に
「
地
域
奉
仕
活
動
へ
の

参
加
意
向
」
 
を聞

い
た
調
査
結

果

（
総
務
庁
老
人
対
策
室

・
昭

和
五
十
七
年
十
月
調
査
）
で
は
、
 

地
域
奉
仕
活
動
に
「
参
加
す
る
」
 

「
参
加
し
た
い
」
 
と
す
る人
の

合
計
は
全
体
の
六
九

・
二
％
を

占
め
、
「
参
加
し
た
く
な
い
」
（
三

〇
・
八
％
）
と
答
え
た
人
を
大

」
 

き
く
上
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。
 
一

方
、
二
十
歳
以
上
の
人
に
同
じ

よ
う
な
質
問
を
し
た
調
査
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動
に
関
す
る
世

論
調
査

・
総
理
府
昭
和
五
十
八

年
九
月
調
査
）
で
は
、
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
よ
う
と

思
う
」
と
答
え
た
人
は
、
活
動

中
の
人
も
含
め
て
四
三
％
と
逆

に
低
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

六
九

・
二
％
と
四
三
％
 

二
つ
の
調
査
か
ら
推
し
量
る
の

は
、
少
し
早
計
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
余
暇
時
間
の
比
較
的
と

れ
る
お
年
寄
り
に
と
っ
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動
が
大
き
な
関

心
事
で
あ
る
こ
と
は
確
か
な
よ
 

う
で
す
。
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験
リ
ン
ゴ

に
大
打
撃
鯵
麟
 

消
防
屯
所
が
落
成
 

ー

稲
実
な
ど

四

カ
所
ー
 

目録を手渡される長田さん（左） 

九
月
一
日
の
台
風
十
三
号
の

通
過
に
よ
っ
て
、
本
市
は
リ
ン

ゴ
を
中
心
と
し
た
大
き
な
被
害
 

を
受
け
ま
し
た
が
、
幸
い
ケ
ガ
 

人
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

五
日
ま
で
の
被
害
状
況
は
、
 

リ
ン
ゴ
の
落
果
な
ど

被
害
額
が
約
八
億
四
 

千
万
円
。
リ
ン
ゴ
の
落

果
は
、
品
種
や
地
域

に
よ
っ
て
差
が
あ
り

ま
す
が
、
特
に
デ
リ

系
と
ふ
じ

の
被
害
が

大
き
い
。
 

一
方
、
建
物
な
ど

で
は
、
広
田
団
地
の

市
営
住
宅
の
ト

タ
ン

屋
根
が
は
が
れ
る
な

ど
の
被
害
が
で
ま
し
 

会
の
同
意
が
得
ら
れ
た
石

岡
彦
永
門
氏
（
五
十
二
歳
）
 

へ
の
辞
令
交
付
が
八
月
一
一

士
一
日
、
市
長
室
で
管
理

者
で
あ
る
森
田
市
長
か
ら

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

監
査
委
員
に
就
任
し
た

石
岡
氏
は
、
市
内
福
山
に

在
住
し
、
市
農
業
委
員
三

期
、

市
消
防
団
副
団
長
 

（
二
期
）
、市
議
会
議
員
1
11
 
 

た
。
 

市
で
は
五
日
、
森
田
市
長
を

本
部
長
と
し
県
、
市
、
農
協
な

ど
か
ら
な
る
「
台
風
1
3号
被
害

対
策
本
部
」
を
設
置
。
六
日
に
 

学
区
対
抗
マ
マ
さ
ん
体
育
大

会

（
市
教委
主
催
）
が
九
月
一

日
、
市
民
体
育
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
日
頃
運
動
が

不
足
し
が
ち
な
婦
人
達
の
健
康

と
体
力
の
増
進
を
図
り
、
市
民

の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
よ
り

一
層
盛
り
上
げ
る
と
共
に
、
参

加
者
の
親
睦
を
深
め
よ
う
と
い
 

期
、
市
議
会
経
済
常
任
委

員
会
 

市
内
み
ど
り
町
八
丁
目
に
住

む
長
田
房
弥
さ
ん
は
八
月
二
十
 
 

第
一
回
目
の
会
議
を
開
き
、
今

後
の
対
策
を
話
し

合
い
ま
し
た
0
 

ま
た
ニ
日
に
は
、
中
村
光
弘

県
農
林
部
長
が
本
市

へ
被
害
状

況
調
査
に
訪
れ

ま
し
た
。
 

う
も
の
で
、
今
回
で
十
六
回
に

な
り
ま
す
。
参
加
チ
ー
ム
は
綱

引
き
が
十

一
、
キ
ッ
ク
ボ
ー
ル

が
十

一
、
卓
球
が
十
二
団
体
な

ど
で
参
加
者
は
合
わ
せ
て
約
四

百
人
。
 

参
加
し
た
マ
マ
さ
ん
達
は
、
 

そ
れ
ぞ
れ
の
学
区
の
期
待
を
担

っ
て
奮
闘
。
応
援
席
か
ら
も
盛

ん
に
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
 

副
委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
ま
し
 

二
日
、
市
役
所
を
訪
れ
「
市
の

福
祉
関
係
に
役
立

て
て
く
だ
さ

い
」
と
十
万
円
を

寄
付
さ

れ
、
森
田
市
長
に
そ
の
目

録
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
去
る
七
月
＋

三
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
母

ミ
ョ
さ
ん
の
遺
志
に
よ
る

も
の
で
、
香
典
返
し
を
兼

ね
た
も
の
で
す
。
 

老
朽
化
に
伴
う
建
て
替
え
を

進
め
て
い
た
稲
実
、
鶴
ケ
岡
、
 

高
瀬
、
金
山
の
四
カ
所
の
消
防

屯
所
が

こ
の
ほ
ど
完
成
。
 

八
月
三
ト
日
に
は
稲
実
の
消
 

末
広
新
宮
子
供
会
で

は
、
夏

休
み
期
間
中
の
七

月
二
十
七
日

と
八
月
二
十
日

の
二
日
間
、
朝

の
ラ
ジ
ォ
体
操
終
了
後
、
町
内
 
 

防
屯
所
で
、
同
地
区
主
催
の
消

防
屯
所
と
警
鐘
台
の
落
成
式
が

行
わ
れ
、
市
か
ら
森
田
市
長
が

出
席
し
ま
し
た
。
 

同
屯
所
は
木
造
モ
ル
タ
ル
平
 

屋
建
て
、
床
面
積
一
一

二
・
六
八
，m

、
工
事

費
約
一
四
二
万
円
で

す
。
 

同
屯
所
で
は
、
こ

の
ほ
か
新
し
く
配
備

さ
れ
た
小
型
動
力
ポ

ン
プ
付
積
載
車

の
入

魂
式
も
併
せ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

の
道
路
の
ゴ
ミ
ひ
ろ
い
を
行
い

喜
ば
れ
ま
し
た
。
 

ゴ
ミ
ひ
ろ
い
に
は
、
子
ど
も

達
や
町
内
会
役
員
、
子
供
会
世
 

話
人
な
ど
、
二
日
間

で
延
べ
約
百
八
十
人

が
参
加
。
ゴ
ミ
袋
一
一

十
七
袋
い
っ
ぱ
い
の

ゴ
ミ
が
ひ
ろ
い
集
め

ら
れ
、
子
ど
も
達
は

そ
の
量
の
多
さ
に
び

っ
く
り
し
て
い
ま
し

た
。
 

森田市長から辞令を交付される石岡氏 

強い風にたたかれて落ちた I)ンゴ 

監
査

委

員
に

石
岡

氏
 

ー
消
防

事
務
組
合

ー
 

去
る
八
月
二
十

一
日
の
五
所
 
議

会
で
、
欠
員
中
で
あ
る
常
勤

川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
臨
時
 
監

査
委
員
の
選
任
に

つ
い
て
議
 

マ
マ
さ
ん
体
育
大
会
 

開
か
れ
る
 

委
員
長
、
同
建
設
常
任
委
員
会
 

た
。
 

福
祉
に
役
立
て
て
と
1
0万
円
寄
付
 

 

稲実の消防屯所の落成式 

 

町
内
の
道
路
の
ゴ
ミ
ひ
ろ
い
 

ー
末
広
新
宮
子

供
会

ー
 

 

ゴミをひろい集める子ども逮 

 



国
勢
調
査
に
つ
い
て
の

お
間
い
合
わ
せ
は
、
「市

国
勢
調
査
事
務

局
」
（
廿
 

3
5五
七
九
四
番
）
 
へ
ど

う
ぞ
o
 

今
回
調
査
の
対
象
は
約
一
億
二
千
百
万
人
と
 

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
 

来
る
十
月
一
日
に
は
、
国
勢

調
査
が
全
国
で
い
っ
せ
い
に
行

わ
れ
ま
す
。
国
勢
調
査
は
大
正

九
年
に
第

一
回
の
調
査
が
実
施

さ
れ
て
以
来
、
五
年
ご
と
に
行
 

調
査
票
の
記
入
の
お
願
い
の

た
め
に
、
国
勢
調
査
員
が
九
月

下
旬
か
ら
皆
様
の
お
宅
に
お
伺

い
し
ま
す
。
そ
の
際
に
調
査
票
 

調
査
票
は
、
マ
ー
ク
シ
ー
ト

方
式
と
い
っ
て
調
査
票
に
印
刷

さ
れ
た
ニ
ミ
リ
×
四
ミ
リ
の
枠
 

（ロ
）
内
に
黒
鉛
筆
で
日
の
よ

う
に
横
線
を
太
く
、
濃
く
記
入

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
記
入
方
法
や
記
入
に

当
た
っ
て
の
注
意
を
「
国
勢
調

査
に

つ
い
て
の
お
願
い
」
 
に示

し
て
あ
り
ま
す
の
で
調
査
票
を

記
入
す
る
前
に
よ
く
お
読
み
く

だ
さ

い
。
 ま
た
、
国
勢
調
査
に

つ
い
て
の
疑
問
、
お
問
い
合
わ

せ
な
ど
に
つ
い
て
は
、
調
査
員

ま
た
は
市
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。
 

わ
れ
今
回
は
十
四
回
目
に
当
た

り
ま
す
。
今
回
の
調
査
で
は
、
 

全
国
で
約
一
億
二
千
百
万
人
、
 

約
三
千
八
百
万
世
帯
が
対
象
と

な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

と
と
も
に
記
入
方
法
な
ど
を
示

し
た
 
「国
勢
調
査
に
つ
い
て
の

お
願

い
」
 
を
一
緒
に
お
配
り
し

ま
す
。
 

九
月
下
旬
か
ら
国
勢
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
 

調
査
票
は
マ
ー
ノ
シー
 
方
式
に
な
っ
て
い
ま
す
 

10月 1日全国いっせいに行われます 

国勢調査にご協力を 

展 品
 

作 の 

ご来場ください。 

期日 9 月27日（金）から 9 月29日（日）まて‘の 3 日間 

場所 中三デパート 5 階催事場 

主催 五所川原市民保健協議会 

り く づ
 

境 環 し、 よ み 

住みよい環境づくりの一環として、市内小中

学校児童生徒の、ごみ処理施設等の見学を中心

にした標語、作文、習字書道、図画ポスター等

の作品展を開催します。多数お誘い合せのうえ、 

住 

国
勢
調
査
の
調
査
票
は
統
計

を
作
る
目
的
以
外
に
使
用
す
る

こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
調
査
員
を
は
じ
め
調
査

関
係
者
は
、
統
計
法
と
い
う
法

律
に
よ
っ
て
調
査
票
の
内
容
を
 

国
勢
調
査
に
よ
っ
て
、
わ
が

国
全
体
の
人
口
が
正
確
に
把
握

さ
れ
る
ほ
か
、
都
道
府
県
や
市

区
町
村
ご
と
の
人
口
、
あ
る
い

は
男
女
別
、
年
齢
別
、
産
業
別

な
ど
の
人
口
構
成
も
明
ら
か
に

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
急
ピ
ッ

チ
で
進
行
す
る
わ
が
国
の
高
齢

化
社
会
の
実
態
、
母
子
世
帯
、
 

昼
間
の
人
口
お
よ
び
世
帯
の
状

況
の
把
握
な
ど
に
も
重
点
が
置

か
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
現
在
わ

が
国
が
抱
え
て
い
る
さ
ま
ぎ
ま

な
問
題
を
的
確
に
と
ら
え
る
こ
 

他
に
洩
ら
し
た
り
す
る
こ
と
を

固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
、
安
心
し
て
あ
り
の
ま
ま

を
記
入
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
 

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
 

調
査
結
果
は
、
国
お
よ
び
地
方

公
共
団
体
の
行
政
施
策
の
重
要

な
資
料
と
な
り
ま
す
。
 

国
勢
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
統
計
は
行
政
施
策
の

重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す
 

あ
り
の
ま
ま
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
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三種混合 

	ワク 
D対象幼児 昭和56年10月1 

まれた幼児。ただし、生後48 

きません。 

2期は、 1期終了後12カ

接種することになります。 

なお、 2期分についでは

り48カ月以上でも接種でき

お問い合わせは、市衛生課

番）へどうぞ。 

百日咳、シフテ 
リア、破傷風 

チン接種 
日から58年9月30日までに生 

lカ月を経過した幼児は接種で 

月を経過した幼児で、12月に 

、昨年1期終了した幼児に限 

ます。 

（か⑩21 11番 内線268・ 272 

原爆被爆者の実態調査にご協力を 
厚生省では、原爆被爆者につしいぐの実態調査を本年10月 3 日（木）に実施します。 
この調査は、被爆者の方々の生活、健康等の状況を総合的に把握するとともに、原爆による死没者の状況を明らかにするため 

の資料を得るためのものです。 
本年 8 月1日現在で被爆者健康手帳を持っているすべての人に、10月 2 日までに調査票が県環境保健部公衆衛生課から郵送さ 

れますのでご協力をお願いします。 
また、厚生省ではこの調査とあわせて官公署、企業、団体などをはじめ、一般の方々が持っておられる原爆による死没者に関 

する資料（例えば、原爆被災職員名簿等） を収集しています。 
資料をお持ちの方は、青森県環境保健部公衆衛生課（廿0177 ⑩--1111内線3126）までご連絡くださるようお願いします。 

昭和60年（1985年） 9月15日 
	

広報ごしょがわら 
	

（第599号） ⑧ 

く  乳幼児の健康診査 ） 
レ場所 市保健センター 

レ受付時問 午後1時～1時30分 

ン持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。3歳児は

尿検査も行いますので、当日きれいに洗った小ビン

に尿を入れてもってきてください。 

※注意 6 カ月児の健康相談の際に、神経芽細胞腫（小

児がん）の検査セットを配布します。なお病気療養中 

（特に伝染性の病気）のお子さんはご遠慮ください。 

月 	齢 対 象 児 期 	日 内 容 

3 カ 月 児 60年6 月生 10月 8日因 健康診査 

6 カ 月 児 60年 3 月生 10月15日因 健康相談 

1 	歳 	児 59年9月生 10月28日（月） ク 

1歳 6 カ月児 59年 4 月生 10月22日秋） 健康診査 

3 	歳 	児 57年 6月生 10月14日（月） ク 

レお間い合わせは 

市衛生課（廿⑩21 11 内線268, 272番）へどうぞ。 

青森県人口予想懸賞募集 

東奥日報社では昭和60年の国勢調査が実施される

にあたり、青森県の人口予想懸賞募集を行っています。 

レ応募方法 官製はがきに昭和60年10月1日現在の

青森県の予想人口を算用数字で1枚につき 1点をは

っきり記入すること。（同一はがきに 2 点以上記入は

無効） 

住所、氏名、職業、年齢を必ず記入すること。 

ンあて先 〒030 青森市新町2 丁目2 東奥日報社

事業局内 人口予想懸賞係 

レ締切り 10月 5 日（当日消印有効） 

ン当選発表等 本年12月末日までに総務庁統計局が

発表（官報公示）する青森県の人口総数に一致した

もの、または最も近いものから等級を決める。（予想

数字が同数の場合は抽選） 

同一人が2点以上入賞の場合は、上位1点とします。 

発表は、東奥日報紙上で行います。 

レ賞金 

1等（1名） 5万円 	4 等（1名）1万円 

2等（1名） 3万円 	5等（1名） 5千円 

3 等（1名） 2万円 残念賞（20名） 2千円 

地 区 名 実施場P11 受付時間 1 回目 2 回目 3 回目 

本町・布屋町・弥生 

’丁・東町・大町・旭

町・敷島町・雄田・

上平井町・中平井町

下平井町・幾世森・

寺町・柏原町・錦町

幾島町・末広町・新 

宮町・芭蕪 

市保健

センター 

午後1時 

1 

1時30分 

10月23日 

（村 

11月13日 

（加 

12月6日

圏 

栄町・田町・蓮沼‘ 

不魚住・元町・鎌

谷町ー鳥森・下り枝

八重菊・一ッ谷・新

町・柳町・岩木町・ 

“階町・小曲・新宮

長橋橋元・湊団地・

若葉 

ク
  

ク
  

10月24日

困 

11月14日

困 

12月11日

困 

松 島 地 	区 
松 島 団 	地 

ク ク 
10月25日

圏 

11月15日
圏 

12月12日
困 

み
中

I
 

ど川
 
り
地
 
町

区
 

ク ク 
10月29日

因 

11月20日
困 

12月13日
圏 

栄 	地 	区 
長 橋 地 	区 

4 ク 
10月30日

困 

11月22日
団 

12月18日
困 

沢
 
‘

区
 

飯
七
 
か

和
 
梅
地
 

ク ク 
10月31日

困 

11月27日
困 

12月20日
圏 



つ
く
ろ
う
健
康
 

な
く
そ
う
成
人
病
 

市
で

は
四
十
歳
以
上

の
方
を

対
象
に
成
人
病
の
早

期
発
見
を

目
的

と
し
た
一
般
健

康
診
査
を

実
施
し

ま
す
。
 

対
象

の
方
は
ぜ
ひ

受
け
る
よ

う
に

し
て
く
だ
さ

い
。
 

職
場
等
で
受
け
ら
れ

る
方
は

除
き

ま
す
。
 

▽
実
施
期
間
 

十
月
一
日
か
ら
十
二

月
二
十

七
日
ま
で
。
 

▽
時
間
 
午
前
十
時
か

ら
午
後

三
時
ま
で
。

た
だ
し
西

北
中
央

病
院
は
午
前
十
一
時

ま
で

▽
受
診
方
法
 

受
診
券
を
医
療

機
関
窓
口
に
お

出
し
下
さ
い
。
 

受
診
券
は
市
衛
生

課
、
市
役
所
 

各
支
所
、

指
定
医
療
機
関
で

お

受
け
取
り
下
さ
い
。
 

▽
診
査
内

容
 
問
診
、

身
体
計

測
、
理
学
的
検
査

（打
診
、
聴
診
、
 

触
診
）

血
圧
測
定
、

検
尿

ま
た
、

医
師
が

必
要
と
判
定
し

た
場
合
は
精

密
診
査
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
 

▽
診
査
料

金
 
一

般
健
康
診
査

無
料
、

精
密
診
査
千
円
。
た
だ

し
七
十
歳
以
上

の
方
、
生
活
保

護
受
給
者
、

市
民
税
非
課

税
世

帯
の
方

は
無
料

と
な
り

ま
す
。
 

▽
間
い
合

せ
先
 

市
衛
生
課

（
廿
⑩
二
一
一
一

番
 
内
線
二
七

二
番
）
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実施医療機関 

小笠原内科医院 田辺胃腸科外科医院 

兼平内科小児科医院 対馬内科小児科医院 

川崎胃腸科内科医院 中 村 内 科 医 院 

冨田胃腸科内科医院 増 	田 	病 	院 

西 北 中 央 病 院 松 	野 	医 	院 

木 村 内 科 医 院 復 明 堂 医 院 

白生会胃腸病院 森 田 診 療 所 

佐 々 木 医 院 三 好 診 療 所 

佐藤内科小児科医院 森内科小児科医院 

佐藤仁外科胃腸科医院 江 	渡 	医 	院 

荘 司 内 科 医 院 健生病院五所川原診療所 

白戸胃腸科外科医院 峯郎合の良いところて受けて下さい。 

「
歴
史

の
道
 

（
下
北の
道
）
 

め
ぐ
り
」
 

参
加
者
募
集
 

▽
日
時
 

九
月
二
十
二
日

（
日
）
 

午
前
八
時

二
十
分
発

、
午
後
七

時
三
十
分
着
 

▽
コ
ー

ス
 
五
所

川
原
ー

蟹
田
 

ー
フ
エ

リ
ー
ー
脇
野
沢

、
猿
山
 

ー
恐
山

、
石
油
基
地

ー
青
森

ー
 

板
柳
ー
鶴
田

ー
五
所

川
原

▽
集
合
時

間
・
場
所
 

午
前

八

時
、
中
三
デ

パ
ー
ト
前
（
市

内

本
町
）
 

▽
会
費
 

一
人
五
千
円
（
見

学

料
、

昼
食
、

タ
食
代
含
む

）
 

▽
申
し
込
み
先
 
青

森
市
大
字

松
森
字
佃
 
青

森
県

歴
史

の
道

整
備
促
進
協
議
会
事

務
局
（

廿

〇
一
七
七

⑩
一
〇
六
四
番

）
 

▽
申
し
込

み
締
切
 
九

月
二
十

日
 

▽
申
し

込
み
受
付
時

間
 
午
前

八
時
三
十
分

ー
午
後
四
時
（

日

曜
日
を

除
く
）
 

▽
そ
の
他
 

会
費
は
、

当
日
ご

持
参
く
だ

さ
い
。

参
加
者
が

三
十
八

名
以

下
の
場
合
は
中

止
す
る
こ

と
が

あ
り

ま
す
。
 

西北五社会教育 

振興大会のご案内 

レ日時 9 月24日（火）午前10時～午

後 3時30分 

レ場所 木造町中央公民館 

ン研究協議テーマ 「生涯教育におけ

る青少年健全育成のあり方を考えよう」 

レ参加料 500円（昼食代含む） 

レ締切り 9月19日 

）申し込み先 市教育委員会社会教育

課（ft唾加111内線250番） 

ンその他 当日午前9時15分、市民文

化会館前からバスが出ますので乗車さ

れる方は、その旨お知らせ下さい。 

行政相談のお知らせ 
行政相談週間 

みなさんが常日頃いだいている行政

に対する苦情、意見、要望等について 

「無料」 で「迅速」に、そして「秘密」 

を守り、行政相談員の方が親身に相談

に応じます。お気軽においでください。 

レ期間 10月13日（日）~19日（土） 

午前 8時30分～午後4時 

レ相談場所 市役所市民相談室 日曜、 

土曜日は自宅で相談に応じます。 

ン相談員 成田栄一、五所川原市字本

町36番地（自宅）ft⑩4023番 

Dお間い合わせは 市民相談室（ft 

2111番内線282番）へどうぞ。 

みんなで守ろう

納 税 期 限 

9 月30日は 

国民健康保険税 

第 2 期

固定資産税 

第 3 期

の納期限です 

お年寄りや障害者と税金 
バー、 国は、すべての国民が健康で豊かな生活ができる 
v：ョ ことを願ってさまざまな仕事をしています。 
、にゾ由 なかでも、お年寄りや社会的、経済的に弱い立場 
H血ザにある人に対しては、老人医療給付や各種の施設の 
/I',Vド 整備などいろいろな社会福祉事業を充実させる一方、 
U H 税金の面でもいろいろな持典を設けています。 
"n‘イ 詳しくは、最寄りの税務署や税務相談室までどう 

ぞ。 

年金住宅融資ご案内 
厚生年金保険、船員保険の被保険者を対象とする年金住宅 

融資の今年度第 2回受付が行われています。 
レ受付期間 8 月15日（木）~9月30日（月） 
レ対象 一般住宅（新築、購入。ただし、大型住宅、既存住 
宅購入（中古住宅）住宅改良（増改築、修繕）は通年受付を 
しています。 

詳しくは、県厚生年金勤労者住宅協会（ftO177⑩2077番） 
ノ、o 



歴
史

の
道
（
松
陰
の
道
）
め
ぐ

り
 

参
加
者
募

集
 

▽
日
時
 
十
月
六
日
（
日
）
午

前
七
時
発
、
午
後
六
時

着
 

▽
コ
ー
ス
 
五
所
川
原
ー
金
木
 

ー
中
里
ー
十
三

湖
ー
福
島
城
跡
 

ー
算
用
師
峠
ー
竜
飛

ー
義
経
寺
 

ー
平
館
台
場
ー

蟹
田
ー
今
泉

ー
 

中
里
ー
金
木
ー
五
所
川
原
 

▽
集
合
時
間
・
場
所
 
午
前
六

時
五
十
分
 
中
三
デ

パ
ー
ト
前
 

（
市
内
本
町
）
 

▽
会
費
 
一
人
三
千
八

百
円
 

（
昼
食
代
含
む
）
 

▽
申
し
込
み
先
 
青
森
市
大
字

松
森
字
佃
 
青

森
県
歴
史
の
道

整
備
促
進
協
議
会
事
務
局
（
。
 

〇
一
七
七
⑩
一
〇
六
四
番
）
 

▽
申
し
込
み
締
切
 
十
月
三
日

▽
申
し
込
み
受
付
時
間
 
午
前

八
時
三
十
分
ー
午
後
四
時
（

日

曜
日
を
除
く
）
 

▽
そ
の
他
 

●

会
費
は
、
当
日
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
 

●

登
山
用
服
装
に
ズ
ッ

ク
靴

を
着
用
し
て
下
さ
い
。
 

●

途
中
、
山
道
を
六
キ
ロ
メ
 

ー
ト
ル
歩
き
ま
す
。
歩
け
な

い
人
は
、
竜
飛
ま
で
バ
ス
で

行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

●

参
加
者
が
三
十
八
名
以
下

の
場
合
は
中
止
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
 

警

察

官

B
 

交
通
巡
視
員
 

募

集
中
 

▽
受
付
期
問
 
八

月
十
六

日
 

（月
）
か
ら
 

▽
受
験
資
格
 

⑨
警
察
官
岡
 

昭
和
三
十
三
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
男
子
。
（た
だ
し
、
 

大
卒
者
を
除
く
。）
 

＠
交
通
巡
視

員
 

昭
和
三
十
七
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
女
子
。
 

な
お
、
警
察
官
⑧
、
交
通
巡

視
員
と
も
「
日
本
国
籍
を
有
し

な
い
」
な
ど
五
項
目
に
該
当
す

る
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。
 

俳
 

旬
 

五
所
川
原
俳
句
会
提
供
 

吾
子
生
れ
し
地
や
鮮
や
か
に
夏
の
蝶
 

対
馬
 
障
子
 

ね
ぶ
た
の
灯
遠
の
く
闇
に
風
立
ち

ぬ
 
成
田
 
市

子
 

盆
ほ
が
ひ
水
子
の
諏
子
に
金
平
糖
 

花
石
槽
双
子
の
一
人
盗
み
た
し
 

藻
の
沼
の
鮒
と
び
は
ね
る
朝
ぐ
も
り
 

老
い
し
身
の
猛
暑
に
臨
し
て
風
さ
そ
う
 

斎
藤
今
日
子

斎
藤
 
さ
だ

前
田
せ
い
女

野
村
 
と
し
 

同 60 式 金 婚 合 昭 年 和 市 度 

今年も、めでたく結婚50年を迎えられた長寿 

ご夫婦を心からお祝いするため、合同金婚式を 

行います。 

対象となるご夫婦はお申し込みください。 

ン日時 10月4 日（金）午前9時 

レ場所 中央公民館 

ン対象夫婦 婚姻届以来50年（昭和10年届出） 

を経過したご夫婦。 

レ確認のため戸籍抄本が必要です。 

）申し込み締切日 9月24日（火） 

）申し込み先 

市福祉事務所福祉係（"(,,21 11 内線210 

番） 

▽
第
一
次
試
験
 

o
日
時
 
十
月
＋
三
日
（
日
）
 

午
前
九
時
 

〇
試
験
地
 
青
森
市
、
弘
前
 

市
、
八
戸
市
 

〇
発
表
日
 
十
一

月
二

日
 

（
予
定
）
 

受
験
申
込
書
や
詳
し

い
こ
と

は
、
五
所
川
原
警
察
署
総
務
課

云
⑩
二
一

四
一
番
 
内
線
一
一

一
一
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

時局講演会 
レ日時 9 月26日（木）午後1時‘ー 

ン場所 市中央公民館 

レ講師 坂田二郎氏（外交評論家） 

D演題 二つの40年 国連創設と第 2 
次世界大戦終結 

主催 国連協会五所川原支部 

後援 市、市教育委員会 

昭和60年（1985年） 9月15日 	 広報ごしょがわら 	 （第599号） ⑩ 

海上保安李学蓑学生募集 

レ受験資格 昭和37年 4 月 2 日（大学校

学生は昭和40年 4 月 2 日）以降に生ま

れた人で次に掲げるもの 

①高等学校を卒業した人及び昭和61年 3 
月までに高等学校を卒業する見込みの

人 

②高等専門学校の第 3 学年の課程を修了

した人及び昭和61年 3 月までに高等専

門学校の第 3 学年の課程を修了する見

込みの人 

③その他大学入学資格検定に合格した人

等人事院が①に掲げる人と同等の資格

があると認める人 

＞採用予定数 

	

大学校学生 	 約50人 

	

‘ 	水路 	約10人 

学校学生」 灯台 約30人 

~ 通信 約20人 

、航海・機関・主計約80人 

）受付期間 9 月13日～ 9月26日（土曜

日は12時まで。日曜日・休日を除く。 

郵送された申込書は、 9月26日までの

消印のあるものに限り受け付けますJ 
申込用紙の請求や詳しいことは、青森

海上保安部（T030 青森市青柳1一 1ー 

2 ft0177 2421番）へどうぞ。 

「愛の献血」お願いします 

月 1 月 	］ 1 	前 午 	後 

一コ 

lol I 

戸石扇1 市役所 お 祭 り 広 場 
1 	:3O-4 :oo 

西 北 中 央 病 院 前 

I 23日（加 【 
I 本町＠カ サ イ 駐車場 

12:45-4 :00 
五 所 川 原 高 校 前 

り
］
 
に

J
 

［
日
 

斜
  

~、」 

	
一 

 10:00-  11:30 
~ 録谷’」 	コミュニテイ防災センター 

12:45--4 	:oo 
五 所 川 原 高 校 前 
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